
－ 47 －

　　　  　研究ノート　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

産学連携型ゼミナール活動におけるキャリア形成に向けての取り組みⅠ　（秋吉　浩志）

〈研究ノート〉 

- 47 - 

 

産学連携型ゼミナール活動におけるキャリア形成に向けての取り組みⅠ 

― ソーシャルメディアを利用した事業実践型ゼミナールの試みについて ― 

 Efforts towards Careers in Industry-University Cooperation Seminar Ⅰ  

－ For Attempt of Business Hands-on Seminar using Social Media－  
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【要 約】  

現代の大学教育において、すでに学力のみを問うような大学教育は求められておらず、

社会人基礎力、ならびに入社後の人材を育成する即戦力的な人材育成までもが大学のよ

う な 高 等 教 育 機 関 には望 ま れ る 時 代 に 突 入して い る 。 そ こ で 、 九州情 報 大 学 の マ ー ケ

ティングゼミナールにおいて「産学連携型ゼミナール」の運営を通じてどのように学生

を、学力も含めて、まず、社会人基礎力を養成する試みについて紹介したい。その中で

重要なことは一般的なインターンシップのような社会人基礎力、応用力等を養成するだ

けでなく、産学連携のもと、本学のマーケティングゼミナールにおける企業や団体、組

織との産学連携「ソーシャルメディアミックス事業」での試みを紹介し、産学連携事業

型としてのゼミナール活動のなかで社会人力と学力 を同時に養成をする重要性を主張し

たい。  
 

キーワード :  産学連携 キャリア形成、インターンシップ ゼミナール アクティブラー

ニング、ソーシャルメディア マーケティング  
 
１ はじめに 
 

最近の大学教育は、現代の社会環境の劇的な変

化に対して順応した教育が求められるようになっ

ている。そのなかで、大学における学問だけに頼

る教育内容のみならず、社会経験も含めた教育を

取り入れた講義、ゼミナール活動もその大きな変

化に対応するように、内容の変化を求められてい

るといえよう。 
とくに、ゼミナール活動はその後の就職等にお

ける将来の職種にもおおきな影響を与えるため、

それなりの対応が必要になっているといえよう。

それをにらんだ、最近、能動的な講義やゼミナー

ルに対するアクティブラーニング等への移行に変

化している大学もまだ多くはない。 
また、大学教育のなかで最近の学生に乏しく

なっている社会人力育成にも力を入れるべく大学

としての価値が求められているのである。そして

現代ではその両方が求められていることを忘れて

はならない。 
そこで本稿ではそのような大きな動きの中で、

現在取り組んでいる九州情報大学マーケティング

ゼミナールの産学連携合同事業型の「産学連携型

ゼミナール」の取り組みについて触れ、その取り

組みの有効性や問題点について述べ、今後のゼミ

ナール活動のあるべき姿への一案の提起をしたい

と思う。 
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出典：社会人基礎力に関する研究会－「中間とりまとめ」－ ページより加筆修正。

なお、前半では、従来のゼミナール活動やイン

ターンシップの問題点、そして新しい産学連携ゼ

ミナールの重要性と意義について、後半ではその

産学連携ゼミナールの九州情報大学におけるマー

ケティングゼミナールでの取り組みを紹介し、最

後に今後の問題点と展望について若干述べてみた

い。 
 

２ 従来のゼミナール活動およびインター

ンシップについて 
一般的に「ゼミナール」とは、大百科事典第 2

版によると「大学などで教師の指導のもとに少数

の学生がみずからの発表や討論により主体的に学

習を進める形の授業。またその教授方式。大学に

おける教育形態として重要な位置を占め，教師が

一方的に研究成果を教授する講義形式と対照をな

す」と記されている。 
一方、インターンシップとは、平成９年９月に

文部省，通商産業省，労働省（当時）が取りまと

めた「インターンシップの推進に当たっての基本

的考え方」において，インターンシップを「学生

が在学中に自らの専攻，将来のキャリアに関連し

た就業体験を行うこと」として幅広くとらえるこ

とにしている。 
竹中（2000）はインターンシップを「短期的

なものとして見るのではなく、長期的な人材育成

プログラム」としてとらえているように、専門ゼ

ミナールとして 2 年間教員と学生が学問等を通

じて交流するゼミにおいて産学連携型ゼミナール

活動のなかにこのインターンシップを取り入れて

活動することは、有意義であるように思われる。 
そこでは、図表１のように従来の評価は学力を

測定すれば自然に「社会人基礎力」はついてくる

という考え方ではなく、新しい評価は、「学力」

と「社会人基礎力」をそれぞれ個別に評価するこ

とを指摘している。 
しかし、「学力」と「社会人基礎力」は相関関

係にあると思われ、最近は新しい評価として、

「学力」と「社会人基礎力」をそれぞれ独立した

ものとして考えず、総合的に考えることが重要で

はないかと思われる。 

図表１：学力と基礎力の相関関係の変化
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それが産学連携型ゼミナール概念の出発点と

なっているのである。 
 
（１）ゼミナールとインターンシップの問題点 

最近議論されている「社会人力」、「社会人基礎

力」などのようなものは、従来の学問による学力

ではなかなか身につくものでもなく、さらに現代

ではアルバイトなどによる社会経験よりも実践的

な社会経験にその部分を求められているように思

われる。また、インターンシップも企業体験には

なるが、学問を身につけていないと、専門的な部

分で馴染めないものとなってしまう。 
現代では、専門性を問う「企業研究」などもゼ

ミナールなどで行われるようにもなっているが、

あくまで「学力」の向上を基本的にねらったもの

であり、実践的な体験による社会人的な実践力は、

企業や組織のなかにいることでしかなかなか身に

つくものではない。 
また、インターンシップは、平成 11 年の文部

科学省の「教育立国を目指して－教育改革プログ

ラム－」によると「学生が在学中に自らの専攻、

将来のキャリアに関連した就業体験を行うこと」

と定義され、大学教育の一環としてとらえられて

おり、さらには学生の実社会での社会人にふさわ

しい実践能力の育成を視野に置いている。 
そのように実際は定義されているのだが、大学

教育とは現実には離れた「インターンシップ＝職

業体験」のみであって、大学教育と学習もイン

ターンシップは学生自らの専攻とインターンシッ

プとの実践的な関わりあいや社会とはほとんど接

点のない授業と定義されている。 
そこで、本学のマーケティングゼミナールでは、

現代のソーシャルメディアを利用したソーシャル

メディア事業として企業や諸組織と連携してゼミ

ナール活動として行うことを実践的に始めること

となった。 
つまり、「企業や組織の戦略の中でのマーケ

ティング戦略事業の一部としてゼミがその仕事を

請け負い、実践型のゼミナール」＝産学連携実践

型ゼミナールとして活動することである。 
 
 

（２）産学連携型ゼミナールについて 
文部科学省発行の「インターンシップ・ガイド

ブック」によると、インターンシップ導入による

メリットは以下のように挙げられている。 
①大学等と学生のメリット 
・高い職業意識の育成 
・自立心、責任感のある人材の育成 
・教育内容や方法の改善及び充実 
・育成すべき人材の産学コンセンサス形成 
・知の産学交流 
②企業側のメリット 
・人材との出会い 
・高い職業意識の育成 
・教育への産業界等のニーズの反映 
・リバースOJT（大学での最新の知識を持った学

生が逆に社員を教育する可能性があり、企業側の

研修担当者にとっては、研修の訓練となる。） 
上記のような効果がインターンシップにあると

指摘されている。しかし、インターシップは前述

のように長中期的な視点の必要性が述べられてい

るので、専門ゼミにおいてもその内容として、2
年間のゼミでの研修を受けることによって、社会

人力の育成にある程度の効果が望めると思われる。 
 
３ ソーシャルメディアミックス事業につ

いて 
総務省の平成 22 年「ソーシャルメディアの利

用実態に関する調査研究」によれば、ソーシャル

メディアとは「ブログ、ソーシャルメディアネッ

トワーキングサービス、動画共有サイトなど利用

者が情報を発信し、形成していくメディア」と示

しているように、インターネット上のクラウド

サービス等を主に利用して、ユーザーが発信し、

ユーザー同士がつながったりするメディアと思っ

ていいであろう。 
そのソーシャルメディアは、今やユーザーの利

用のみでなく、企業や組織等にとって、プロモー

ション活動の重要な手段として、見過ごすことは

できなくなっており、企業のマーケティング戦略

のなかでも重要な割合を占めるようになっている

といってもいい。 
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図表３：㈱フラウ本社での 生放送

図表 は、現在使用されているソーシャルメ

ディアの一覧である。これをみても、多岐にわ

たって多くの種類のソーシャルメディアが活用さ

れている。 
本学のマーケティングゼミナールでは、この

ソーシャルメディアに注目し、企業や組織などと

連携をはかり、いくつかの企業や組織と連携をす

ることが可能になった。そこで 2012 年から「産

学連携型ゼミナール」という形式をもって、ゼミ

ナールの中で、ソーシャルメディア事業を企業や

組織の一事業として請け負い、学外ゼミナール活

動を行っている。 
その活動の中身において、ソーシャルメディア

はその目的用途によって非常に多岐に亘っており、

企業や組織などと学生が交渉を行い、現在重要だ

と思われているソーシャルメディアを選択してそ

の運営にあたっている。つまりゼミナールが

「ソーシャルメディア事業部」としての機能、権

限を持たせてもらっているといってもよい。 
 
４ マーケティングゼミナールにおける

産学連携ゼミの本学における実践例 
有効性についての仮説を述べてきたが、ここか

らは実際事業として活動している企業との事例を

上げ、その内容について説明したい。 
本学のマーケティングゼミナールでは、ソー

シャルメディアを利用したマーケティング戦略を

検討し、組織として運営している数社や組織とイ

ンターネットクラウドのUSTREAM生放送等の事

業を行っている。さらにはYou Tubeの動画撮影、

ならびにアップロードなども行っている。 
2013 年 12 月現在、下記の 4 つの企業や組織

と連携してソーシャルメディアを利用したソー

シャルメディアミックス事業を行っている。 
①株式会社フラウ 
②福岡県美しい街づくり協議会（福岡県） 
③博多アイドルグループHR（エイチアール） 
④NPO 法人九援隊（災害援助ボランティア

NPO） 

図表２：ソーシャルメディア一覧

出典：総務省 情報通信国際戦略局 情報通信経済室 「ソー

シャルメディアの利用実態に関する調査研究の請負報告書（委

託先：みずほ情報総研株式会社）」 ページを加筆修正。 

用語 説明 

ブログ  時系列に並べられた日記風の記事と、それについての

コメントが定期的に更新されるウェブサイトのこと。【例】 

Amebaブログ、Yahooブログ等  

ＳＮＳ

(ソーシャ

ルネット

ワーキン

グサービ

ス)  

ネットワーク上で参加者同士が文字による会話を同時

に行なえるようにしたサービス。複数の参加者が同時に

会話することが可能で１人の発言（文字）は全員が見る

ことができる。 【例】mixi、 Facebook等 

動画共有

サイト  

インターネット上で動画等（音楽も含む）を共有する

サービス。ビデオカメラで撮影した動画などを、インター

ネット上で複数の人に公開することができる。 【例】You 

tube、ニコニコ動画等 

情報共有

サイト  

インターネット上で情報を共有するサービス。インター

ネット上で複数の人に公開することができる。 【例】 

Wikipedia、COOKPAD等  

マイクロブ

ログ 

短いテキスト（多くの場合 200字以下）を不特定多数又

は特定のグループのみに展開するブログ形式のサービ

ス。【例】Twitter等 

掲示板 電子的な掲示板サービス。あるユーザが掲示板にメッ

セージを書き込むとグループ全員に見えるようになる。

また、そのメッセージに対する返答を書き込んだりする

ことができる。 【例】Yahoo知恵袋、 2ちゃんねる等 

ソーシャ

ルゲーム  

ユーザ同士で競い合ったり、交流することのできるオン

ラインゲーム。 SNSがサービスのひとつとして提供して

いるものもある。【例】Gree、モバゲー（Ni ntendo DSや 

PSP等の通信対応ゲームも含む）  

メタバー

ス  

アバターと呼ばれる自分の分身を介し、空間内を探索

したり他の利用者と交流することのできるサービス。

【例】セカンドライフ、ミートミー等 

拡張現実 現実の環境に情報を付加し、電子情報（アノテーショ

ン）として表示することのできるサービス。【例】セカイカ

メラ等 

コミュニ

ティ放送  

地域の商業、行政情報や地元情報に特化し、地域活

性化に役立つ放送局を目指した放送エリアが地域（市

町村単位）に限定される放送。インターネット上でのラ

ジオ放送やテレビ放送も含む。【例】USTREAM、地域

のミニ FM、ケーブル TV等 
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いるものもある。【例】Gree、モバゲー（Ni ntendo DSや 

PSP等の通信対応ゲームも含む）  

メタバー

ス  

アバターと呼ばれる自分の分身を介し、空間内を探索

したり他の利用者と交流することのできるサービス。

【例】セカンドライフ、ミートミー等 

拡張現実 現実の環境に情報を付加し、電子情報（アノテーショ

ン）として表示することのできるサービス。【例】セカイカ

メラ等 

コミュニ

ティ放送  

地域の商業、行政情報や地元情報に特化し、地域活

性化に役立つ放送局を目指した放送エリアが地域（市

町村単位）に限定される放送。インターネット上でのラ

ジオ放送やテレビ放送も含む。【例】USTREAM、地域

のミニ FM、ケーブル TV等 

産学連携型ゼミナール活動におけるキャリア形成に向けての取り組みⅠ （秋吉浩志） 

 - 51 - 

図表５：博多アイドル の 生放送

上記企業ならびに組織の中で、①と③の事例に

ついて若干内容を説明したい。 
 

（１）株式会社フラウ 
株式会社フラウは 1993 年創業、2014 年 21

年目になる子育て支援情報提供を中心とした、主

婦向け雑誌「子づれで CHA・CHA・CHA」な

ど多くの子育て支援関係の雑誌や本を出版してい
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その企業のマーケティング戦略の中でのソー

シャルメディア事業の一環として、USTREAM
放送の番組企画・制作等をゼミナールで、引き受

け、番組表作りなど放送関係の作業をすべて学生

が行っている。 
また、企業側の担当者とも学生が積極的にコ

ミュニケーションをとり、定期的に各種ソーシャ

ルメディアをどのように利用するか、特に複合的

に各種メディアをミックスさせてプロモーション

を行うかの担当者会議を月一回行い、積極的な番

組作りを行っている。とくに、生放送を録画した

ものを動画サイト You Tube にもアップロードし

ている。 

 
（２）HR(エイチアール) 

福岡市に本社を持つ、モデル事務所有限会社オ

フィスアーツに所属している博多アイドル HR
（エイチアール）は福岡市を拠点とし、2010 年

から活動しているアイドルグループである。 
今後の新しい事業展開として、ファン獲得や

CD 等のソフトなどの販売に向けたおもにイン

ターネットを中心としたプロモーション戦略にお

いて、ソーシャルメディアを利用したプロモー

ション活動を重要視し始め、その各種ソーシャル

メディアを利用した、ソーシャルメディアミック 
ス戦略を実践することを方針として決めた。会社

の予算上現状ではスタッフの確保が困難であるた

め、ゼミの学生の研修の場として、本学マーケ

ティングゼミが、事業を請け負って USTREAM
生放送等の活動を行っている。 

現在、公式 USTREAM 放送「HR のほーむ

るーむ」、公式 You Tube ページ「HR（エイチ

アール）、公式 Facebook ページ「HR（エイチ

アール）」をコンテンツ提供は HR（エイチアー

ル）で制作は本学マーケティングゼミナールが主

体で運営している。 
ほかにも現在ゼミナールは 2 番組合計 4 番組

の企画・制作にも参加し、2014 年度はさらに 2
番組の企画・制作番組の依頼を受け、現在検討中

である。 
以上が、現在ゼミナールと産学連携をとりなが

ら、実践型として運営しているソーシャルメディ

ア事業の一部である。 

 
（３）ゼミナール参加学生の変化 

この産学連携事業を始めて、実際活動の中で、

学生に多くの変化が生まれている。 
そのいくつかを取り上げてみたいと思う。 

①この連携事業を行うことによる責任を与えるこ

とによって、学生個人の仕事に対する自主性や責

任感が生まれた。 

図表４：ゼミナールと連携している企業＆組織のソー

シャルメディア事業 

注：○はゼミ主体事業、△は共同事業 

  USTREAM Facebook 
You 

Tube 
Twitter 

① ○ △ ○   

② △ ○ ○ △ 

③ ○   ○   

④ ○   ○   
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②企業側との打ち合わせや電話等によってコミュ

ニケーションをとることにより、社会人とのコ

ミュニケーション力が格段に向上。 
③インターネット技術、ならびにマーケティング

戦略について学生個人があらためて学習する意欲

がわき、本や論文等を読むようになり、その学習

効果が連携事業のスキルアップに反映されるよう

になってきた。 
④就職活動における面接試験やプレゼンテーショ

ン試験などにこの経験を生かして、目標である就

職につながる学生が多くでてきた。 
⑤3 年生からの専門ゼミでのこの連携事業への参

加によって、先輩後輩の仕事のつながりやゼミ生

同士の情報共有や教育意識も向上した。 
このように、大きな変化が出てきてはいるが、 

前述のインターンシップの目的とは異なり、もっ

とも大きな効果は、学生時にはコミュニケーショ

ンをとることがない、社会人、企業人とお互い責

任をもってコミュニケーションをとることで、社

会人力向上につながっていると思われる。 
 
５ おわりに 

本稿では、従来から取り組まれていた学力中心

型のゼミナールのより社会人的責任を負担の大き

な「産学事業連携型ゼミナール」というより各学

生により責任負担を持たせた、「実践的社会経験

を積む産学連携事業型ゼミナール」として、実際

の社会人力形成ならびに学問的スキルも同時に養

うものとして、より効果は高くなると思われる。

さらには、学問的分析力、思考力の向上もみられ

ると思われる。 
しかし、今回述べた取り組みは、まだ入り口の

試験段階としての出発点である。今後それぞれ企

業や組織などの目的などによって、プログラムは

大きく変化するであろう。 
また、マーケティング戦略におけるプロモー

ション戦略の一部であるソーシャルメディアとい

われるインターネットツールは非常に多岐に亘っ

ており前述の目的に沿って、その事業戦略や計画

を企業や組織などと十分に検討し、選択ならびに

組み合わせながら事業を行って行かなくてはなら

ないと思われる。 

次稿ではこれらの取り組みについての、モデル

化の詳細な内容をさらに検討することを目指して

いきたい。そして、この経験の蓄積を行うことに

よってより効果の高い産学事業型連携ゼミナール

の実践を行っていきたい。 
 
謝辞 
今回の研究ノート作成において、株式会社フラ
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